審判講習会　参加報告書
令和　7年　11 月　25日
報告者　　　　菅野　峻也　　
　この度参加しました、審判講習会について報告します。
	講習会名
（大会名）
	2025年度U28　YOC 
インフロニアB.LEAGUE　U18　INTERNATIONAL CUP 2025

	参加者
（報告者）
	　(報告者)　愛媛県　菅野　峻也　　　　（所属カテゴリー）　　　　　社会人連盟

	期　日
	令和7年11月22日から令和7年11月24日　　

	会　場
	代々木第二体育館

	講　師
	・秋山厚志氏
・一色渉氏
・古畑咲氏
・細田篤拓氏
・上田篤拓氏

	参加者
	U28 各ブロック２名　受講者１９名

	報告

	⚫︎大会開催１週間前にZoomを使用したオンライン研修会が開催された。
１．受講生・講師、自己紹介
２．FIBAライセンスへの仕組み（上田篤拓氏）
３．プロレフェリー・トップリーグ担当として（秋山厚志氏）

４．女性トップリーグ担当としての経験や取り組み（古畑咲氏）
５．トップリーグ担当として英語の重要性や経験談（一色渉氏）
６．プロレフェリー・トップリーグ担当として経験から伝えられること（細田篤拓氏）
初めに、上田氏より、FIBA選考に向けた具体的な進行例をお話し頂きました。

講師の方々のお話から、B.LEAGUEやWリーグだけでなくFIBAレフェリーとして活動する講師の
方々より、これまでの経験や普段の生活についてお話していただきました。

⚫︎担当ゲーム
□2025.11.23 （日曜日）
第2試合 滋賀 89  vs  三河   53　

CC：報告者　U1：伊勢谷 和史（北海道）　U2:松田 優里（青森県）
講師：一色渉氏
【ゲームを通して】
１試合通して、クルーの誰かが大事なところで判定できており、ゲームが嫌な方向性になりそうな場面もあったが、そうならないように３人でゲームをしっかりコントロールできていて良かった。
エッジでの３P

ゲームの中で、エッジからの３Pが多いゲームで、T・Lで１試合通して役割分担が出来ており良かった。Lは、FULを判定する意識を高める。ペイントの中にLが居続けてしまうケースが増えているため、Lは迷わずエッジを見に行ってほしい。
その際、T・Cはリバウンドへの判定の意識を高く持ち、出来るだけ広い視野でプレイヤーを捕まえておき、OOBのヘルプが来た時に答えを持っておけるように準備もしておく。
L ローテーション

Lがボールサイドツーを作る意識を持ちすぎてローテーションに行くがクルー（T・C）が
気づかずメカ崩れが発生するケースがあった。
ゲームの中でのローテーションが必要だったか不必要だったかを考える。
なんで、ローテーションに行くのかをもっと明確にしていくとノッキング（無駄な足数）を減らせられる。メカとしてのこだわりをもっと持って欲しい。
今後、自分達がCCでゲームに入るケースがあると思う。その時に、より多くの情報を持つ努力をすることが大事。プレイの情報を多く見る努力をすると、いざという時にプライマリが判定できなくても、セカンダリとしてゲームに必要なコーリングに繋げられると反省を頂いた。
□2025.11.24 （月曜日）
第4試合 名古屋D　84　VS　横浜BC  62  
CC：畠中 健吾（北海道）　U1：報告者　U2:太田　成美（東京）
講師：秋山厚志氏

【ゲームを通して】
講師の方より、PGCでしっかり共有できており、何事もなくゲームを進行できていて良いクルーワークだった。ゲームの中で、両チームが手をフックするケースが、いくつかあった。
 ゲームの最初に、OFがフックしてDFが振り払ったケースで、振り払ったDFのファールになった。OFがフックしたケースをファールで判定出来ていたら、良いテンポセットになっていた。
その後、フックするケースもなくなったか、もっとテンポセットがPrayer・Benchに伝わったかもしれない。ファールとして判定する決断できたのは良かった。あとはなぜ、逆に見えたのかをもっと分析してほしい。
チームファールに差がある時間帯があった。ゲームの中で、マージナルとして見ても良いケースがあり、吹き急がず、もっとプレイを長く見て判定に繋げられると良かった。
フリースローの際、フリースローバイオレーションがあったが、今多くフリースローバイオレーション取り上げられている。判定するのも１つだが防ぐ工夫をもっとしてほしい。
その上で、バイオレーションがあったん場合は、適切に取り上げていく必要があると反省を頂いた。

	所感
	　事前ウェビナーで講師の方々よりレフェリーへの向き合い方について拝聴させていただきました。トップリーグ担当や FIBA レフェリーを目指すなかでの苦労や楽しさなど、我々 U28 のレフェリーが経験していくであろうことについてお話しいただき、これからの自分自身の目標へ向かって努力していくにあたって、大きな道標になりました。

　実技研修では、担当した試合後に、講師の方々と共に実際の映像を用いてゲームを振り返った際、判定、メカニクスやクルーワーク等、綿密で具体的な振り返りをいただくことができ、自分自身の取り組みを見つめ直すきっかけになりました。

最後になりましたが、改めて大会を運営・開催していただいた皆様、私を派遣いただきまして誠にありがとうございました。
堀内ブロック長をはじめ、日ごろお世話いただいております四国ブロックの審判員の皆様に深く感謝申し上げます。以上で、私の報告とさせていただきます。本当にありがとうございました。


· 原文のまま、ホームページ等に掲載されます。
· 用紙が足りない場合は、各自追加してください。
